
日本女子大学大学院紀要 家政学研究科・人間生活学研究科 第 26号 

― 67 ― 

保育所における 1歳児の身体活動量と建築環境の 
関係に関する研究 

 
A Study on the Relationship between Physical Activity and Architectural Environment  

for 1-Year-Old-Infants in Nursery Schools 
 

長谷川 恵 美*  定 行 まり子** 
 Megumi HASEGAWA  Mariko SADAYUKI 

  
  
要  約 本研究は，近年保育需要が高まりつつある，保育所における 1 歳児を対象に，屋外遊技場の有無
などの建築環境が，子どもが体を動かす機会，身体活動にどのような影響を与えるのか，実態を明らかにす
ることを目的とした。研究方法は，参与観察調査及び活動量計による活動強度測定である。その結果，以下
のことが明らかになった。1 歳児の身体活動量について，高強度運動（4.4METs～）は 1 日の生活全体の中
で観察され，主に外遊びの時間帯に増える傾向がある。散歩は，歩行児にとっては，まとまった歩行の機会
となり，中強度運動の量の確保には寄与する。平坦な人工芝などの園庭では，走る・歩くなどの遊びに伴い，
高強度運動をひき出されやすい。さらに樹木等の自然物や遊具など環境要素の多い園庭では，中・高強度運
動が引き出されることが示唆され，外遊び環境により，1 歳児の子どもが経験する身体活動の質が異なるこ
とが確認された。 

 キーワード：保育施設，3歳未満児，身体活動強度，身体活動量，園庭 
 
Abstract The purpose of this study was to ascertain the actual effects of the building environment, such as the 
presence or absence of outdoor playgrounds, on the physical activity of one-year-olds in nursery schools. A 
participant observational study was conducted and activity intensity was measured with an activity meter. Results 
revealed the following: One-year-olds engaged in high-intensity exercise (4.4 METs ~) throughout the day, and 
physical activity tended to increase mainly during outdoor play. Walking helped to sustain medium-intensity exercise. 
On flat ground covered with artificial grass, play such as running and walking was frequently observed, and high-
intensity exercise tended to occur. Moreover, results suggested that medium- and high-intensity exercise are 
elicited on ground with many environmental features such as trees and playground equipment. 

 Key words：Childcare Facilities, Infants under 3 years old, Physical Activity Intensity,  
Physical Activity, Playground 

  
  

1. はじめに 

3歳未満児の保育所利用率は近年上昇傾向にある 1）。
また近年の“働き方改革”を背景に，育児休業・介
護休業制度の整備が進みつつあり，約 1～1 年 6 ヶ
月間の育児休業取得後に，復職する者が増えること
が見込まれ，1 歳児からの保育需要は今後も堅調で
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あると推測される。「待機児童解消に向けた児童福
祉施設最低基準に係る留意事項等について」2） に
より代替園庭が認められるようになり，都市部を中
心に屋外遊技場（以下，園庭）を有さない保育所が
増えつつある。3 歳未満児を中心に保育需要が高
まっていることから，園庭を有さない保育所に通う
0・1歳児も増えてきていることが推察される。 
また，3 歳未満児期は心の発達と運動能力の発達

は相互に進む時期であり，多種多様な身体的な運動
経験を積むことが大切であるといわれる 3)4） 。この
ことからも，園庭は 3歳未満児の子どもが遊びの中
で思い切り体を動かし，多様な運動経験を積む場と
して，保育の“質”を左右するものであると推察さ
れる。しかし現在 0・1 歳児に対して屋外遊技場の
設置基準はなく，またこの年齡期の外遊び環境がど
うあるべきか，明らかにされていない。 

 そこで本研究では，保育所における 1歳児クラス
を主な対象として，園庭の有無などの建築環境と，
子どもの身体活動量の関係について，その実態を明
らかにすることを目的とする。 

2. 研究方法 

2－1．調査対象概要 
 運営会社が同一の私立認可保育所の中から，立地
条件（都市/郊外），園庭の有無，現員規模（1 歳児
クラス，15 人前後または 20 人以上）の異なる A・
B・C・D の 4 園を選択した。各園概要および平面
図を Fig.1 に記す。被験者（活動量調査）の月齢構
成は Fig.2に，調査概要を Table.1に示す。調査日は
普段の子どもの様子を観察する目的から，原則とし
て特別行事のない日を選択した。 

 
 

 
Fig.1 Overview of nursery schools 
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Fig.2 Proportion of subjects by age in month 

(2017, 2018) 
 

Table 1 Outline of the Survey 

 
 
2－2．研究方法と分析手順 
 調査方法は（1）身体活動量調査（本論において
は活動強度 METs を扱う），（2）参与観察調査であ
る。まず，4 園の相違点を把握する目的で，各園 1
歳児クラスの保育プログラム内容と身体活動量の関
係をみていく。次に，園庭の有無，利用する園庭等
の物的環境構成によって引き出される身体活動量の
違いについて分析を行う。そのうえで，1 歳児の外
遊び環境と，建築環境と子どもの身体活動量の関係
について考察する。 

 
（1）活動量調査 
 活動量計 HJA750C（オムロンヘルスケア（株）
社製）を使用し，午前 9時から午後 5時までの間，
保護者から同意を得た児を対象に測定を行った。な
お，本機は，専用アプリケーションを介して，10
秒毎に集計された活動強度（METs）が出力される。
活動量計は，既報同様，子どものズボンの腰部にク
リップにて装着した（photo.1）。なお，昼食後の着
替えから午睡から起床後の着替えまでの間，子ども 

 
Photo.1 Example of Wearing Activity Meter 

 
の負担を考慮し，活動量計は外すものとした。なお，
身体活動強度の強度区分については，田中 5)による
幼年期の区分方法を使用し，安静（1METs），低強
度（1～2.7METs），中強度（2.7～4.4METs），高強
度（4.4METs以上）とした。また，統計判定には，
株式会社  社会情報サービス「エクセル統計」
（Version3.10）を使用した。 
 

（2）参与観察調査 
活動量調査と同時に，参与観察調査を実施した。
保育プログラム場面における，空間の使われ方と保
育者および子どもの様子について，10 分ごとにメ
モを取り，併せて写真にて記録を行った。 
 

2－3．倫理的配慮 
本研究の趣旨及び方法について，各園施設長に説
明し承諾を受けた。施設長を介して，1 歳児クラス
の保護者に文書にて同意を得た上で，調査・測定を
行った。投稿にあたり，園名称・個人名はすべて記
号化した。なお，本研究は日本女子大学の倫理審査
委員会において，審査を受け承認を得たものである
（課題番号 第 298号）。 

3. 結果 

（1）保育所における子どもの身体活動量 
保育所における 1日の生活での子どもの身体活動

量について，活動強度区分毎の測定値（2017 年度
調査において，終日測定データの得られた日の各園
児の身体活動量の平均値，午睡時間も含む）を Fig.3
に示す。4 園共に，低強度（Light, 1～2.7METs）が
最も長く観察され，次に中強度（Moderate, 2.7～
4.4METs），高強度（Vigorous, 4.4 METs以上）が続
く結果となった。また安静（Sedentary, 1METs）に
ついては，4 園の間であまり差がみられない結果と
なった。 
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TYPE no 調査日 時間 現員 出席者 被験者 天気 気温 戸外活動 備考

a2 2017.11.28 9：00-17：00 16 13 8 曇り 15℃ 散歩

a3 2017.12.19 9：00-17：00 16 12 6 晴れ 12℃ X公園

a6 2018.03.20 9：00-17：00 16 12 5 曇り時々雨 11℃ ‐ 悪天候の為

a7 2018.12.20 9：00-17：00 17 16 8 晴れ 14℃ Y公園 フットサル場

a8 2019.01.24 9：00-17：00* 17 16 9 晴れ 10℃ ‐ 午前のみ

b2 2017.11.22 9：00-17：00 11 11 9 曇り時々晴れ 8℃ 東側園庭

b3 2017.12.18 9：00-17：00 11 11 8 晴れ 4℃ 東側園庭

b6 2018.12.10 9：00-15：00 12 9 6 曇り 12℃ 公園 午前のみ

b7 2019.1.17 9：00-17：00 12 6 6 晴れ 8℃ ‐ 発表会練習のため

c2 2017.11.10 9：00-17：00 27 23 8 晴れ 13℃ 園庭

c3 2017.12.07 9：00-17：00 27 24 8 晴れ 8℃ 園庭

c6 2018.03.26 9：00-17：00 27 19 9 晴れ 17℃ 園庭

c7 2018.12.14 9：00-17：00 27 22 10 晴れ 9℃ 園庭

c8 2019.01.10 9：00-17：00 27 22 10 曇り時々晴れ 4℃ 園庭

d2 2017.12.21 9：00-17：00 24 21 9 晴れ 8℃ 園庭

d5 2018.03.14 9：00-17：00 24 23 9 晴れ 20℃ ‐ サッカー観戦のみ

d6 2018.12.26 9：00-17：00 24 19 7 曇り時々晴れ 12℃ 園庭

d7 2019.01.30 9：00-17：00 24 19 9 晴れ 10℃
ルーフ
テラス

人工芝

A

B

C

D
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Fig.3 Amount of physical activity per day (2017) 

 

 
Fig.4 Daycare schedule and Fluctuations of Infants’ 

physical activity (2017.12) 

（2）身体活動量の一日の推移 
 各園対象児の活動強度の 1 日推移（2017 年 12 月
調査，a3, b3, c3, d2）を事例的に示す（Fig.4）。外遊
び，および午前午後室内自由遊び，設定保育（体操
やダンスなどの運動遊び等）の時間帯に活動強度が
上昇する傾向がみられた。 
 
3－2．保育プログラムと身体活動量 
保育プログラム内容により，子どもが経験する身

体活動（活動強度）はどの程度異なるのかをみてい
く。なお，外遊びや室内自由遊び等の実施時間長さ
は園によって異なる。このため，各活動場面で観察
された 10 秒ごとに記録された METs について，安
静（1METs），低強度（Light, 1～2.7METs），中強
度（moderate, 2.7～4.4METs），高強度（Vigorous, 
4.4METs以上）の活動強度区分ごとに集計し，その
割合を算出し比較を行った。 
園ごとの各活動場面で観察された活動強度の割合

を Fig.5 に示す。高強度運動（4.4METs 以上）の割
合をみると，外遊びが最も高く，その他（食事など
の基本的生活行為）の時間帯が最も低い結果となっ
た。また今回，観察された室内設定保育（体を動か
す遊び，そり遊び：a3，体操：c3, d2，ダンス：c3）
での身体活動量は，ダンス（c3）を除き，室内自由
遊びよりやや中強度運動の出現割合が高くなる傾向
がみられた。 
 
3－3．外遊び環境と 1 歳児の身体活動量 
外遊びを行う場所の物的環境により，ひき出され

る子どもの身体活動量がどのように異なるのかをみ
ていく。なお，各調査日における戸外時間の実施長
さは，それぞれ異なる。このため，ここでは観測さ
れた活動強度（活動強度区分）ごとの出現割合を算
出し，外遊び環境によって引き出される運動強度の
違いを考察する。 

 
（1）A園における外遊び環境と身体活動量 
 A 園の外遊び環境の概要を Table.2 に示す。A 園
は園庭を有さないため，すべての外遊び活動が園外
で行われている。散歩（a2），X 公園での外遊び
（a3)，Y 公園での外遊び時に観察された活動強度
区分ごとの割合を Fig.6 に示す。散歩（a2）では，
低強度（56.03%）が多く観察され，それに中強度
（35.34%），高強度（8.56%）の順に続く結果とな 
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Fig.5 Daycare programs and appearance rate by activity intensity category of Infants’ physical activity(2017.12) 

 
Table 2 Outdoor play environments of the nursery A 

 
  
った。一方 X 公園での外遊びでは，低強度
（34.44%），中強度（35.78%），高強度（29.33%）が
ほぼ均等に現れ，散歩時に比べ高強度運動が多く引
き出されていることがわかる。また，対象児の構成
は異なるが，Y 公園（a7）では，高強度（37.12%）・

低強度（38.07%）がほぼ同じとなり，高強度が非
常に高い結果となった。 
 参与観察調査より，X 公園（a3）では，草はらひ
ろばで，保育者との追っかけっこや，原っぱの中を
自由に探索する姿を確認している。また，時間が経 
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Fig.6 Activity intensity observed during outdoor play  

at nursery A 

 
つと，地面に座り芝生を使ったままごと遊びを行う
姿が見られた。外遊び時間のなかで，激しく動きま
わる場面と，静かな遊びをする場面がともにみられ，
子どもの遊び方にも変化が大きい。一方 Y公園（a7）
では，フットサル場内を走りまわる，シャボン玉を
追いかけて遊ぶ姿が観察された。また Y公園は人工
芝のフットサル場であるため，砂場や遊具，草木等
がなく，自然物を使ってじっくり遊ぶ姿はみられず，
走るなどの遊びが中心であった。このため，高強度
運動の占める割合が増えたと推察される。 
 

（2）B園における外遊び環境と身体活動量 
B 園の外遊び環境の概要を Table.3 に示す。B 園

における東側園庭（b2, b3），近隣公園（b6）におけ
る外遊び時の活動強度の結果を Fig.7 に示す。東側
園庭（b2，b3）では，いずれも中強度＞低強度＞高
強度の順に高い結果となった。K公園（b6）では，
低強度（ 43.96%）＞中強度（ 30.34%）＞高強度
（11.17%）の順に出現割合が高い結果となった。 
参与観察より，東側園庭（b2）ではボールが用意

されていたため，ボールを蹴る，追う，走る姿や，
複合遊具で遊ぶ，枯れ葉などの草木や小石を使って
ままごと遊びをする姿が見られた。また，園庭全体
に子どもが分散し，複合遊具や家庭菜園，ウッド
デッキなど，場所を変えながら遊ぶ姿が観察された。
近隣公園では，大型複合遊具等の使用は禁止されて
おいた。0 歳児から 5 歳児まで合同で遊んでおり，
1 歳児は広い公園内を，丘の上からドングリの木や
東屋へと，保育者と一緒に探索しながら遊ぶ姿が観
察された。また，走り回って遊ぶ姿はみられなかっ
た。このため，東側園庭での遊びとは異なる活動強
度の出現パターンになったと推察される。 

 
Table 3 Outdoor play environments of the nursery B 

 
 

0.07% 0.44% 0.00%

56.03%

34.44%

38.07%
35.34%

35.78%
24.81%

8.56%
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37.12%

0%

50%

100%

散歩（a2,28分,n=8) X公園（a3,25分,n=6） Y公園（人工芝,a7,11分,n=8)

1METS 1~2.7METS 2.7~4.4METS 4.4METS以上
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Fig.7 Activity intensity observed during outdoor play at 

nursery B 

 
（3）C 園における外遊び環境と身体活動量 

C 園の外遊び環境の概要を Table.4 に示す。C 園
の外遊びは全事例とも園庭で行われた。C 園の園庭
における外遊び時（C2, C3, C6, C7, C8）の活動強度
の出現割合を Fig.8に示す。 
2017年度（C2, C3, C6）では低強度＞中強度＞高強
度の順に高く，2018年度（C7, C8）では低強度＞中
強度＞高強度の間に差が小さくなると同時に，高強
度運動の割合が高くなる傾向がみられた。 
2017年度（C2, C3, C6）と 2018年度（C7, C8）との
間で，歩行数平均に大きな差はみられず（2017
年：4464.15 歩，2018 年: 4407.3 歩），また 2018 年
度の子どもの身体活動量（終日値）についても，大
きな差がみられないことから，2018 年度の対象児
が，2017 年度の対象児と比べて，とりわけ活発で
はないと推察される。2018年度（C7, C8）の外遊び
時に，高強度運動の割合が高く出た理由として，遊
び内容の違い，及び園庭内にいた子どもの人数の違
いによる影響であると推察される。 
参与観察より，C2 では砂場での遊びが中心であっ
たのに対して，2018年度（C7, C8）では，砂場に限
らず，芝生エリアや複合遊具（1～3 歳児向け），
デッキ部に分散し，園庭内を探索して遊ぶ姿が観察
されている。また，2018年度（C7, C8）では，0歳
児クラスと合同，あるいは 1歳児クラスのみで外遊
び（総人数 22～28 名）がされていたが，C3, C6 で
は，0 歳児から 2 歳児クラスが合同で外遊び（総人
数 C3：47名，C6：40名）をしており，園庭内は混
雑した状態であった。同じ空間環境であっても，園
庭内にいる子どもの数が多く，混み合っていたため，
走るなどの粗大運動がしづらくなり，C7, C8ほど高
強度運動が出なかった可能性がある。 

Table 4 Outdoor play environments of the nursery C 

 
 

 
Fig.8 Activity intensity observed during outdoor play at 

nursery C 

 
（4）D園における外遊び環境と身体活動量 

D 園の外遊び環境の概要を Table.5 に示す。D 園
での外遊びは，園庭（d2, d6）と人工芝で覆われた
2 階ルーフテラス（d7, 以下フットサル型）を利用
して行われた。 

D園における園庭（d2, d6），ルーフテラス（d7）
における戸外活動時の活動強度の出現割合を Fig.9
に示す。園庭（d2, d6）では，低強度＞中強度＞高
強度の順に高い。さらにルーフテラス（d7）では高
強度が見られる割合が高くなり，低強度（37.06%）  
・中強度（30.95%）・高強度（31.57%）の活動強度
間の差が小さくなる傾向がみられた。このことは A
園におけるフットサル型の Y公園（a7）と同様の傾
向を示している。 
 さらに，ルーフテラス（d7）および園庭（d6）
での戸外活動時における，各園児の 10秒ごとに記 
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Table 5 Outdoor play environments of the nursery D 

 
  

 
Fig.9 Activity intensity observed during outdoor play at 

nursery D 

 
Table 6 Average value of METs recorded every 10 

seconds for d7,d6  during outdoor activities 

 
 
録された METs の平均値を Table.6 に示す。ここで，
Table.6 における園庭（d6）と，ルーフテラス（d7）
の園児ごとの活動強度平均を，ウィルコクソンの符
号付き順位検定を用いて検定した結果，有意差が認
められた（ｐ＜0.05）。 
 よって園庭（d6）より，ルーフテラス（d7）で
の遊びにおいて，高強度運動を伴う活動が多く行わ
れていたといえる。 

 
D園では園庭内に複合遊具や一本橋などの遊具を

有する。しかし，これらは高年齢児向けの遊具であ
る。１歳児クラスの子どもが一人で遊ぶことは禁じ
られており，1 歳児の子どもが一人でも自由に遊べ
る遊具は，砂場のみとなる。このため，D園の 1歳
児の外遊び（d2，d6）では砂場での遊びが中心と
なっていた可能性がある。一方，ルーフテラス
（d7）では，砂場や遊具等はなく，ルーフテラス
内を走り回る，追いかけっこをする遊びが中心で
あった。このため，園庭での遊び（d2, d6）に比べ，
高強度運動の出現する割合が増えたと推察される。 

4. まとめ 

保育所での子どもの 1日の生活において，利用す
る園庭等の物的環境構成によって引き出される身体
活動量の違いについて分析を行い，1 歳児の外遊び
環境と，建築環境と子どもの身体活動量の関係につ
いて考察した。その結果，明らかになったことは以
下の 5点である。 
 
1．高強度運動は 1 日の生活全体の中で観察され，
主に室内自由遊びと外遊びの時間帯に，子どもの
身体活動量は上昇する傾向がある。 
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ルーフテラス(d7) 3.91 2.99 4.83 3.41 4.52 4.16 4.87 4.10

園庭(d6) 3.23 2.40 2.86 3.65 2.45 2.57 2.65 2.83
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2．保育プログラム別に，活動強度区分ごとの発現
率を比較すると，外遊びは高強度運動の出現率が
高い。室内自由遊びでは，低強度運動（Light, 1
～2.7）の出現率は高いが，高強度運動の点で外
遊びに及ばない。 

3．散歩は，歩行児にとっては，まとまった歩行の
機会となり歩行数の確保，すなわち中強度運動の
量の確保には寄与するが，高強度運動は引き出さ
れにくいことが示唆された。 

4．外遊び環境の物的環境構成により，子どもが経
験する身体活動の質は異なることが確認された。
遊具等のない人工芝等のみからなる園庭構成では，
走る・歩くなどの遊びによって，高強度運動をひ
き出しやすい。 

5．砂場や，樹木や草花などの自然物や遊具など，
環境要素が多く，子どもが自由に探索できる園庭
等の環境構成では，中・高強度運動が引き出され
ることが示唆された。 

 
以上のことから，1 歳児クラスの子どもの身体活

動量は，園庭等の物的環境構成の影響を受けること
が確認された。すなわち，外遊び環境の物的環境構
成により，子どもが経験する身体活動の質は異なる。
また，外遊びでの身体活動は，高強度運動の点にお
いて室内活動とは異なり，室内空間とは別の役割を
担うものであることが確認された。現在，0・１歳
児に対して屋外遊技場の設置義務はない。しかし，
心身の発達が相互に進むといわれる時期にある 1歳
児にとっても，園庭等での外遊び環境は，保育の
“質”にかかわるものであるといえる。 なお，今
回の調査対象園のうち，園庭を有さないA園は，安
全な移動経路及び良好な代替公園に恵まれており，
園庭を有する園との間に，大きな差がみられなかっ
た。しかし，A 園保育者へのヒアリングにより，夏
季は移動中にも熱中症等の恐れがあるため，園外活
動を散歩のみにとどめざるを得ない場合や，外遊び
自体が行えないこともあるとの話があった。年間を
通してみた場合，園庭を有する園よりも厳しい条件

下で外遊びが行われている可能性がある。今後，
0・1 歳児にとっての外遊び環境の在り方について，
一層の議論が望まれる。 
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